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■ 高等教育機関は、高等教育の場であり、かつ、学術研究 

の場です。よって、矜持（＝学術の基礎（倫理）と学術的 

誠実性）をもって教育研究を推進しなければなりません。 

 

■ カンニング、捏造、論文代行、軍事目的研究、偽の学 

位、インチキ学術雑誌……。本書では、大学にはびこる 

倫理と学術的誠実性を脅かす問題を、高等教育の質保証 

という課題に則して整理します。 

 

■ 大学質保証について、吉川弘之先生（元東京大学総 

長）、佐々木毅先生（元東京大学総長）、鈴木典比古先 

生（国際教養大学理事長・学長（当時））からの有益な 

示唆に富むインタビューを掲載しています。 

 

A5判・定価（本体 2,310 円 10％税込） 
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